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１．はじめに

　江戸東京博物館（以下、江戸博）の常設展示は、江戸幕府の初代将軍徳川家康が江戸に入府した1590

年（天正18）から初の東京オリンピック開催年である1964年（昭和39）までの東京の暮らしと文化を中

心に構成している
１）

。エントランスの日本橋（再現模型）を渡ると、左側には芝居小屋中村座のファサー

ド（再現模型）を中心とした江戸ゾーン、右側には明治期の朝野新聞社のファサード（再現模型）を中

心とする東京ゾーンが広がっており、それぞれ住宅の再現模型や盛り場のミニチュア模型等が展示され、

展示ケースには時代やテーマに応じた絵画資料や文書資料、地図、着物、生活道具ほかが陳列されている。

　江戸ゾーンはテーマ別、東京ゾーンはほぼ時代を追った展示となっており、後者の最後が「生活革命」

コーナーである【口絵29】。戦後の東京の暮らしは昭和30年代から昭和40年代にかけて急激に大きく様

変わりした。暮らしの変化は衣食住の全般にわたるものであった。明治以後、若干の改良はあってもこ

れほど根本的に生活様式が変わったことはなく、この現象は「生活革命」ともいわれた。

　江戸博では、開館時（1993年３月）、「生活革命」コーナーにおいて、以下の３つのテーマで展示を行った。

（１）洋裁学校

　戦前の日本では、女性の洋装は子供服や制服以外、一般的ではなかったが、戦時中から戦後にかけて、

防空服（モンペなど）の着用が日常化したのをきっかけとして、その後女性の間で洋装への需要が急速

に高まった。当時、既製服産業は未発達だったため、注文生産の担い手となる洋裁技術の習得がもては

やされ、洋裁ブームが起こった。都内の洋裁学校もこれに連動して隆盛を極めた。

　本テーマの展示にあたっては、当時とくに人気を集めていた文化服装学院とドレスメーカー女学院（現
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ドレスメーカー学院）のご協力の下、両校卒業生に聞き取り調査を行い、当時の学生カバンや縮小丈で

作るジャケット、着物地を用いて製作したワンピースなど、関係資料もご寄贈いただいた。東京の洋裁

学校数の変遷（グラフと関連写真）、一人あたりの繊維の消費量（グラフと関連写真）、浴衣地から作っ

た水着姿の女性（写真）のパネルを背景に、関係資料や当時のミシンを展示した。

（２）電化生活

　次章以下で報告する。

（３）東京オリンピックの時代

　1959年（昭和34）、1964年（昭和39）第18回夏季オリンピックの開催地が東京都に決定したのを契機

に、東海道新幹線、東京モノレールの開通、首都高速道路の整備、都内主要道路の拡幅といったのイン

フラ整備が行われ、さらに東京湾の埋め立てや港湾施設の建設による都市整備が進み、東京の街の様相

は一変した。道路整備に伴ってモータリゼーションが進展し、東京都の自動車の保有台数は1955年（昭

和30）の14万台弱から1965年（昭和40）には95万台余、1967年（昭和43）には141万台余と急激に増加

した。国産小型自動車の開発などにより、昭和40年代には乗用車も増加し、マイカーがサラリーマンの

憧れとなった。

　このコーナーでは、東京オリンピックの公式ポスターや各種のグッズ、聖火を運んだ道具、都心の道

路大改造を報じたグラフ雑誌のほか、当時マイカーとして人気を博した国産小型自動車「スバル360」

を展示した。また、東京の自動車保有台数の変化を示すパネル（グラフ）、完成したばかりの首都高速

道路（写真）、過度なモータリゼーションにより発生した大気汚染（光化学スモッグ）を示す写真のパ

ネルも展示した。

　このうち、高度経済成長期の「生活革命」をもっとも端的に示す展示は「電化生活」であった。そこ

で、本稿では「電化生活」の前史を示す「生活の変化」における展示及び「電化生活」の展示を紹介する。

２．「電化生活」前史、「生活の変化」

　東京の一般家庭では、電気はまず明かりのエネルギーとして用いられた。東京電灯株式会社（以下東

京電灯、現在の東京電力株式会社）による家庭への電力供給が始まったのは1887年（明治20）である。

江戸時代以来、室内照明の主流は燭台（和ろうそく）か行灯（菜種油または魚油に灯心を浸して灯す）で、

明治期には行灯より明るく、燃料費も安いうえ道具の扱いがたやすい石油ランプの需要もひろがったが、

いずれも火災の危険性があり、独特のにおいもあった。無臭で安全（火を用いないため、風の影響も受

けにくい）であり、点火・点滅も自在な電灯は徐々に需要がたかまった。

　【図１】を見ると、東京市の電灯利用数は1905年（明治38）から1913年（大正２）にかけて急速に増

大している。この時期、重要な技術革新があり、それによるコストダウンやサービス拡大がその原因で
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あった。第一の技術革新として、大容量水力発電所の建設と長距離高圧送電の開始があげられる。東京

電力株式会社2002によれば、長距離高圧送電の技術は1890年代からアメリカを中心に実用化が進んだ。

1900年代には日本でも各地で試みられたが、東京電灯が山梨県桂川水系を利用して建設した駒橋発電所

（15,000kw、駒橋−早稲田間の亘長76kmを電圧55,000Vで送電）の1907年（明治40）12月の竣工によっ

てその水準は飛躍的に引き上げられ、日本における「長距離送電時代」の嚆矢となった。第二は電球の

改良である。東京電灯創業時に使用されていた炭素電球は断線しやすく、マントル付の西洋式ガス灯よ

り照度も低かった。1900年代後半、欧米で開発された金属線（タングステン）電球が日本でも1909年（明

治42）以降、GE社と提携した東京電気株式会社（以下、東京電気）によって製造された。炭素電球に

比べて消費電力が約３分の1、寿命の長さが４割増しのため、1912年以降急速に普及した。さらに上掲

書によれば、東京電灯は1905年（明治38）12月より、屋内の電線設置を事業者負担とし、電線や器具を

貸し付ける制を開始し、電灯需要の喚起を図った。また、水力の低廉な電力の大量確保に伴い、1908年

（明治41）４月、電灯・電力料金を改訂した。電灯料金が３割から４割値下げされたほか、当時の主流だっ

た定額灯のうち、半夜灯（日没から午前零時まで）は電灯料据え置きで終夜灯に一元化され、需要がさ

らに伸びた。

　西洋式ガス灯は、明治初期には文明開化の象徴として、主要な街路に設置された。1872年（明治５）

には横浜市の神奈川県庁前にガス灯が10数基、東京でも銀座煉瓦街の建設に伴い、1874年（明治７）に

京橋−金杉橋間に85基のガス灯が灯った。その後、ガス管の埋設も進み、街灯が東京市内各所に設置さ

れた。室内灯は電灯に先行して明治10年代から官公庁や劇場、学校等で用いられ、その後東京市内の一

般家庭でも使われ始めた。創業時のガス灯は裸火だったが、白熱マントルの発明により５倍の光力とな

り、1894年（明治27）より日本にも輸入された。当時電灯事業で用いられていた炭素電球に比べて白熱

マントル付のガス灯は光力が強く、ガス管取付費の事業者負担、ガス器具無料貸付、ガス料金値下げな

ども行われ、ガス灯は室内灯としても東京市内では需要が伸びた【図２】。

　江戸博の分館、江戸東京たてもの園の収蔵建造物のひとつである「仕立屋」（旧所在地：文京区向丘）

では、内部を大正期の仕立屋の仕事場と想定した再現展示を行っており、園で唯一の例として、室内灯

にガス灯を設置している
２）

。

　しかし、金属線電球の登場等により、1914年（大正３）を境に、室内灯におけるガス灯は徐々に姿を

消していき、1923年の関東大震災後は需要が途絶えた。その代わり、ガスは主に竈やコンロなど熱源の

利用としての需要が高まった
３）

。【図３、図４】

　1920年代前半には東京府の電気使用戸数は70万戸に達した。大正期、電力供給に余裕が生じると、照

明以外の電力利用が奨励されるようになった。また、東京市では1924年４月、電気料金を定額制から従

量制に切り替えるタイミングで料金を値下げし、電灯の需要が少ない昼間の電力を有効利用するよう

促した。1910年代半ばには電気扇風機（以下扇風機）や電気アイロン（以下アイロン）が国産化され、

1924年（大正13）にはラジオ受信機が、1930年には電気洗濯機（以下洗濯機）や電気冷蔵庫（以下冷蔵庫）、

電気ストーブなどが国産化された。このほか、炭火を用いた暖房器具を電化した電気火鉢、電気あんか

など、日本独自の家庭電化製品も生産され、家庭における室内灯以外の電力需要が広がった。
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　ゼネラル・エレクトリック社
４）

（以下GE社）のJ・G・ダグラスが行った家電市場調査
５）

によれば、1937

年（昭和12）における関東地方の家庭電化製品普及台数は、アイロンが約120万台、電気時計約21万台、

電気井戸ポンプ約10万台、冷蔵庫約4,700台、電気掃除機（以下掃除機）約3,100台、洗濯機1,590台であっ

た。アイロンは、それ以前使われていた炭火アイロンより温度調節や取り扱いが簡単なため、この時代

の電化製品としては例外的に、一般家庭にも普及した。このレポートには扇風機は調査項目に見られな

いが、1940年（昭和15）発行の『芝浦製作所65年史』によれば、同社の扇風機生産台数が同書の発行年

時点で100万台を突破している。三菱電機、富士電機、松下電工、川崎造船所などでもこの時期さかん

に製造していた（松井2011）ことを考えると、扇風機も高価ではあるが、冷蔵庫や掃除機、洗濯機に比

べれば、当時ある程度は普及していたと考えられる。扇風機の研究者平野聖氏によれば、扇風機はまず

1910年代に駅舎、銀行、郵便局、百貨店などの公共施設で利用され、次の段階では、1920年代から1930

年代に、改良された台所と洋風の応接間を備えるいわゆる文化住宅に住む「新中間層」（高学歴のサラリー

マン）家庭において、応接間で来客向け等に用いられた。大正期には東京市電気局による扇風機のレン

タル制度もあったが、1924年、料金制度改定に伴い電気料金が値下げされると、購入の需要も増えた（平

野2008）。当時の扇風機の価格は、当館所蔵の「芝浦電気扇　昭和二年[カタログ]」によれば、標準形の

12インチが32円、大型の16インチが45円で、高学歴のエリート商社マンの月給が80円の時代、一般庶民

にとって扇風機は高嶺の花ではあったが、文化生活を象徴する憧れの対象となっていた。

　なお、当時一般家庭では、電気の供給口が電灯のソケットしかない家庭も多かったため、アイロンや

扇風機の受電部分がコンセントではなく、ソケットに装着するプラグの製品もみられた（松井2011）。

　江戸博の東京ゾーン「モダン東京」コーナーの「生活の変化」と称するスペースでは、壁面に【図３】

のパネルを展示し、その前の展示台に、戦前期のアイロン、明治期から昭和10年代までの各種扇風機、

同年代の各種電話機、大正末期から昭和10年代の各種ラジオ、同年代の電気蓄音機を含む各種蓄音機、

各種電気ストーブ、電気火鉢、電気コンロ、掃除機などを季節ごと、テーマごとに展示している
１）

。【口

絵32】

　江戸博は、幕末から昭和期にかけての科学技術史資料のコレクション（赤木コレクション）を所蔵し

ており、このなかに明治期の扇風機や電話機各種、蓄音機各種、放送開始当時（大正末期）のラジオ、

それらのパンフレットや広告などがあり、当該テーマにおける資料展示の中核を担っている
６）

。

　このほか、1939年（昭和14）、東京電気株式会社と株式会社芝浦製作所の合併により、東京芝浦電気

株式会社（現在の株式会社東芝）を設立した山口喜三郎氏の邸宅に保管されていた資料がご遺族から江

戸博に寄贈され、収蔵している（山口コレクション）。当該資料の中には、戦前の照明器具や各種扇風機、

各種ストーブ、同時代の各種電気コンロ、各種ラジオ、電気蓄音機などがあり、赤木コレクションとと

もに、開館以来、当該テーマの主要な展示資料となっている。今回、関係資料を【表２】及び【写真１

～ 69】にまとめた。資料の大半は自社製品で、同型が複数含まれる場合があるほか、箱入り未使用の

ものも数点ある。他社製品の中には、芝浦製作所が1916年（大正５）、量産品として発売した扇風機の

手本となったものと思われるGE社製の扇風機や、アメリカの家電メーカー Knapp Monarch社製のサー

モスタット付ヒーター等、珍しい製品も含まれている。また、自社のチラシを梱包材に使っているもの
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もあり、興味深い。

３.「電化生活」の展示

　戦後、家庭電化製品の生産は進駐軍向けの製品が中心だったが、昭和20年代後半、戦後の経済復興と

ともに国内需要も回復した。1953年（昭和28）２月には日本放送協会（以下NHK）が、同年８月には

日本テレビ放送網株式会社（以下日本テレビ）がテレビの本放送を開始し、この年の１月、国産第一号

の白黒テレビが早川電気（のちのシャープ株式会社）から発売された。サラリーマンの平均収入が３万

円の時代に、14インチで175,000円と高価だったため、当初は喫茶店や理髪店、食堂などが購入し、客

寄せの手段として利用した。日本テレビは都内、近郊53か所に街頭テレビを設置し、人々の関心を呼ん

だ。とくに「プロレス中継」の番組は大人気で、1954年（昭和29）２月の試合では、新橋駅西口広場の

中継放送には２万人の群衆が押し寄せた。またこの年、松下電器は冷蔵庫を発売し（129,000円）、三洋

電気は日本初の噴流式洗濯機を発売（28,500円）、「電化元年」とよばれた。

　このころから、上記３点（白黒テレビ、冷蔵庫、洗濯機）が「三種の神器」とよばれ、新時代の生活

必需品として新聞・雑誌の広告やラジオ、テレビのＣＭで宣伝され、電化生活のシンボルとされた。当

初は高価だった白黒テレビや電気洗濯機の価格は、材料変更によるコストダウンなどで徐々に下がる一

方、国民の平均所得は年々上昇する傾向にあった。また割賦販売制度も一般化したため、家庭電化製品

は急速に普及し、「家電ブーム」といわれた。

　経済企画庁の調査
７ ）

【口絵33】によれば、白黒テレビの普及率は1958年（昭和33）の10.4％から1960年

（昭和40）には44.7％、翌1961年には62.5％と急激に上昇し、東京オリンピック開催年の1964年（昭和

39）には87.8％に達している。その後、1968年（昭和43）の96.4％をピークに、普及率は下降をたどり、

1973年（昭和48）、急上昇を続けるカラーテレビの普及率に追い抜かれる。テレビのカラー放送が1970

年（昭和45）ごろ本格化し、その後数年で大量生産によるコストダウンから、カラーテレビが急速に普

及するが、その上昇曲線は白黒テレビのものとよく似ていて興味深い。カラーテレビの普及率が99％に

達するのは1984年（昭和59）で、それ以後現在に至るまでその数値を保っている。ラジオ（真空管ラジ

オ）も同様で、普及率のピークはトランジスタラジオの普及率が統計に現れる1954年（昭和29）であり、

テレビほど急激ではないが、それから徐々に下降し、深夜放送が本格化する1960年代後半に逆転する。

その後、カセットデッキにラジオを内蔵したラジオカセットが主流となり、1990年（平成２）まで引き

継がれる。一方、ステレオの普及率は1965年（昭和40）の14.6％から1975年（昭和50）に51.6％と急増

し、1985年（昭和60）には73.6％とさらに上昇したが、1992年（平成４）の時点でも横ばいとなっている。

これは、1980年代からＣＤが普及し始めた影響からＣＤプレーヤーの普及率が上昇したためと考えられ

る。ちなみに1965年（昭和40）から1975年（昭和50）のラジオカセットとステレオの普及率の推移がほ

ぼ重なっている点も興味深い。

　一方、家事労働の負担を軽減した家庭電化製品は、洗濯機と自動式炊飯器である。前者の普及率は

1958年（昭和33）の20.2％から1960年には40.6％、1965年（昭和40）には68.5％に達した。後者の普及
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率は1958年（昭和33）の20％弱から1965年（昭和40）には50％を超える。1950年代後半から入居が始まっ

た公団住宅（いわゆる団地）に住む中間層サラリーマンの家庭では、生活の合理化を志向する家庭が多く、

ある程度設備も整っていたため、1960年（昭和35）における前者の普及率は76％、後者も56％と都内一

般家庭の普及率を大幅に上回った。逆に言えば、この時期の家電ブームを牽引していたのは、いわゆる

「ダンチ族」（公団住宅の住人）であった。その後、ダンチ族以外の一般家庭にも徐々に需要はたかまり、

主婦の家事労働時間は軽減された。NHKの「国民生活時間調査」によれば、成人女性のうち朝５時に

起きて家事をしている女性は1960年（昭和35）の14％から1965年（昭和40）には７％に減った。朝の飯

炊き作業が自動化されたためと考えられる。全体の家事時間も７時間12分から６時間59分とわずかなが

ら減っているが、睡眠時間はほとんど変わらない。身の回りの用事や交際時間もわずかに増えているほ

か、テレビの視聴時間が、１時間19分から３時間50分と大きく変化している。

　冷蔵庫は、1960年代半ばまでは三種の神器の中でもっとも普及率の上昇が緩慢であった。食品を冷や

して貯蔵する冷蔵庫は従来の食生活では必需品とはいえなかった。しかし、1960年代半ばから冷凍庫付

の製品が発売されると、冷凍食品やアイスクリームの需要と比例して冷蔵庫の普及率も上昇した。冷凍

庫が独立した２ドア冷蔵庫が発売された1965年（昭和40）には普及率は50％を超え、75年（昭和50）に

は96.7％に達した。掃除機も、従来の畳の間の清掃には適さず、当初は普及しなかったが、公団住宅を

さきがけとして板張りの床に絨毯を敷くスタイルの洋間が一般化すると、清掃用具として重宝される

ようになった。普及率は1960年（昭和35）の7.7％が1965年（昭和40）には32.2％、68年（昭和43）には

53.8％、75年（昭和50）には91.2％に達した。

　江戸博の展示「電化生活」では、開館当初から壁面に「電化製品の普及率と価格の変化」パネルや団

地のパネル（「団地生活における電化製品の普及率」グラフを含む）を展示し、三種の神器（1950年代

後半から60年代前半の白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫）を常時展示している
８）

。【口絵31】その他、当時発

売されたさまざまな電化製品（掃除機、電気炊飯器、ゆで卵器、ミキサー、トースター、扇風機、電気

ストーブ、カラーテレビ、テレビ型ラジオ、トランジスタテレビ、各種ラジオ、コンパクトステレオなど）

をテーマごとに展示している（主な資料は【表３】参照。）。ここに展示している資料は、大半が一般の

方からご寄贈いただいたもので、使用した方からお話を伺える場合もある。1965年（昭和30）の時点で

三種の神器のうちもっとも普及率が低いのは冷蔵庫（東京全世帯13.7％、団地世帯20.5％）だが、ご寄

贈いただいたもののうち２点は昭和30年代から平成初期まで使われていた。洗濯機ほど消耗が激しくな

いためとも思えるが、高価なだけに大切に使われてきたことがうかがえる。

　その他、日本テレビが本放送開始当時設置した街頭テレビの実物大復元模型を設置し、当時のテレビ

受像機に見立てたモニターでは街頭テレビに関する展示映像（当時のニュース、プロレス等スポーツ中

継、バラエティ等を編集したもの）を上映している【口絵30】。この模型は、当時日本テレビで街頭テ

レビを設置した方から話を聞き、写真等の資料提供も受けて、忠実に再現したもので、展示映像の素材

も、日本テレビ開局1周年の映像を提供していただいた。来館者がこの展示映像を見る様子が、そのま

ま街頭テレビの情景再現となることを意図したが、開館後まもなく、このモニターの前にベンチが置か

れ、展示の企画者としては残念な思いだった。



江戸東京博物館の常設展示「生活革命」と東京の電化生活（松井かおる）

― 175 ―

　2011年（平成23）６月、筆者は数年ぶりに常設展示を所管する係へ異動し、「生活革命」の展示を担当し、

このコーナーで特集展示を連続して行った。夏には、戦後の扇風機の関連資料を特集し、秋から冬にか

けてはテレビ大集合と題して各種のテレビや関係資料を展示した。【写真70 ～ 73】

　この年の３月、東日本大震災によって福島県の原子力発電所が操業不能となり、関東地方における電

気の供給がままならず、一部地域では計画停電も実施されるなど、電気の有難さを痛感した。「電化生活」

の展示にも工夫が必要と感じていたところ、東京電力電気の史料館（休館中）で2003年（平成15）に開

催された「第二回夏休み特別展　電気がなかった時代の暮らしと知恵」の図録に掲載されていた図版、「一

般家庭で用いる製品と月間電気使用量の移り変わり」が目に留まった。従来はそれほど意識せず、ある

ことが当たり前になっていた電気について、震災後、意識が変化し、節電のため、自宅の契約アンペア

を見直そうという社会現象が起こり、その現象は「アンペアダウン」とよばれた。このように消費電力

量への関心が高まるなかで、電気エネルギーをほとんど使っていなかった時代と現代との消費電力量の

比較を示すこのパネルは、私たちの生活が知らず知らずのうちに電化製品に囲まれ、それらがなくては

生きていけなくなっていることに気づく良い材料だと感じ、早速、東京電力に了解を得て、この図版の

2011年江戸博版【口絵34】を制作し、「電化生活」コーナーに展示した。パネルは4つの時代を示す。左

端の「江戸時代の長屋（江戸ゾーン「町のくらし」コーナーに設置している再現模型）」においては電

力消費量が０kwhであることは当然だが、二つ目、1943年（昭和18）の「庶民住宅（江戸博東京ゾーン

の「空襲と都民」のコーナーにある、空襲直前の下町の生活を再現した模型）」である。電灯の他はア

イロンと昭和10年代から一般化したラジオがある程度で、電力消費量は17.4kwhであった
９）

。３つ目は家

電ブームが到来した1960年、三種の神器のほか、蛍光灯、自動炊飯器、トースター、掃除機、ステレオ

を持つ一般家庭を想定したもので、電力消費量は63.6kwhだった。以前よりは格段に電化製品が増えた

が、それでも電力消費量は現代の４分の１以下である。右端が現代（2011年）の一般家庭を想定したもの。

家の中にカラーテレビ、DVDレコーダー、オーディオ・コンボ、全自動洗濯機、大型冷蔵庫、照明器具、

エアコン、掃除機、炊飯器ジャー、湯沸ジャーポット、食器洗浄・乾燥機、電子レンジ、電気カーペット、

温水洗浄便座、パソコン、ゲーム機、電磁調理器、電気温水器（給湯器）があると想定した場合、電力

消費量は282.7kwhであった。2011年の製品の画像は各メーカーに提供を依頼して作成した。

　1970年、2.1％の普及率だった電子レンジは1975年には15.8％、1987年には52.2%、1997年には90％に

達した。1970年前後から流通し始めたレトルト食品の普及、1980年代以降の家庭用冷凍食品の普及な

どが影響しているものと思われる。温水洗浄便座は1992年、14.2％の普及率が統計に現れ、2003年には

51.7％、2013年には71.3％に達している。パソコンは1987年に11.7％だった普及率が1990年代末から徐々

に上昇し始め、2003年には50.1％、2013年には78％に達して上昇を続けている。1990年代後半から電子

メールやインターネットが普及したことから、需要が増加している。カラーテレビは、2005年の統計

からブラウン管と薄型（液晶、プラズマ等）に分類され、その割合が2005年では前者が97.4％、後者が

11.5％であったが、2013年には前者が19.0％、後者が96.4％に逆転している。その他食器洗い機、DVD

レコーダーは2005年から統計に現れ、現在では30％から40％以上の普及率を記録している。

　電気事業連合会作成の、1970年（昭和45）から2009年（平成21）までの５年ごとの一世帯当たりの電
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力消費量の推移をみると【図５】、1970年の116.8kwhから徐々に上昇し、2000年、2005年と約300kwh

前後で推移したが、2009年には283.6kwhに下降している。【口絵34】における2011年の一般家庭を想定

した電力消費量もほぼ同量となっている。従来、右肩上がりだった電力消費量が2005年以降下降してい

るのは、エアコンなど電力消費量が多い製品について、法律によって省エネ化が義務付けられたためと

考えられる。今後、下降曲線はどのあたりで下げ止まるのか、推移を見守りたい。

　このパネルの製作にあたって、家電ブームの時代にもてはやされた電化製品は、高機能化して今や文

字通り生活必需品となり、高い普及率を維持している一方、当時は存在しなかった多種多様な電化製品

も同様に生活必需品として家庭に取り込まれていることを再認識した。また、電化製品の時代ごとの盛

衰は、現代生活を反映するものとなっていて興味深い。

４．おわりに

　ここまで、当館で電化製品を展示しているコーナーについて紹介するとともに、東京の市民生活にお

ける電化製品とのかかわりを検討した。

　筆者が現在勤務している、江戸東京博物館分館の江戸東京たてもの園で2012年（平成24）秋、あるワー

クショップを行い、大変好評を得た。それは、茅葺きの民家で行った、昔の明かりの体験講座で、各部

屋を障子で締め切り、一室では行灯を、次の間では和ろうそくを、その次の間では灯油ランプを灯し、

各部屋に浮世絵や地図の複製や雑誌などを置いて、その明るさを体感するというものだった。これらを

体験した後、出口の部屋に、20ワット電球の電灯をつけたところ、ふだんより暗いはずの電灯の明かり

が明るく感じるといわれるお客様が多かった。この実験的なワークショップにより、電灯以前の明かり

は、薄暗いことはもちろん、メンテナンスにも手間がかかり、二酸化炭素排出、火事の危険性なども多

分にあることがわかった。電気がない暮らしの体験をすることで、電気の導入が私たちの生活にどれだ

けのメリットを与えたかを痛感する結果となった。

　「生活の変化」や「電化生活」では、各製品の普及率や電力使用量を示すグラフと当時の製品を展示

してきたが、個々の製品が家の中でどのように置かれて使われたか、電気を用いない生活との違いはど

こにあるのかといったことは示されていない。これらをどう伝えていくかが今後の課題となる。

　開館当時、昭和30年代以降の現代生活をテーマとする公立博物館の常設展示は江戸博の当該コーナー

と、同年開館した松戸市立博物館の常盤台団地の再現展示のみであった。「電化生活」の展示の前で、

来館された家族が思い出を語られる様子を見かけることも多かったが、当時としてはそれも画期的なこ

とであった。その後、1996年（平成8）には池袋の商業施設（ナムコナンジャタウン）内に昭和30年代

の商店街が再現されて話題になり、2005年（平成17）、映画「ALWAYS三丁目の夕日」のヒットをきっ

かけに、「昭和30年代ブーム」が起こった。江戸博の「電化生活」も昭和を回顧する展示のひとつと受

け止められていたのかも知れない。

　本稿で紹介した「生活革命」のコーナーは、平成24年度から取り組んでいる常設展示のリニューアル

で改修を予定している。平成26年度、改修工事が行われれば、現在の展示はその役割を終え、江戸博の
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現代展示も新たなるステージへと向かう。

　江戸博では首都博物館（北京）、ソウル歴史博物館、瀋陽故宮博物院とアジアにおける都市博物館の

国際シンポジウムを、2004年（平成16）以来ほぼ毎年、各都市の持ち回りで開催している
10）

。2013年（平

成25）６月27日、28日の２日間、ソウル歴史博物館に於いて「都市博物館と現代史」をテーマに当該シ

ンポジウムが開催され、筆者は杉谷参事とともに参加した。

　瀋陽故宮博物院が1950年代から現代書画作品を収集していたのを例外として、北京首都博物館では

2003年（平成15）から、ソウル歴史博物館は2009年（平成21）から、それぞれ現代資料の収集や現代史

をテーマとした展示に取り組むようになり、「サーズ（鳥インフルエンザ）展」、「北京オリンピック展」、「明

洞物語」、「made in昌信洞」など、調査研究にもとづく魅力的な展示として成果をあげている。筆者も

シンポジウムの会場となったソウル歴史博物館の常設展示、企画展示を見学し、縫製工場の扉や窓、機

械など、最近まで使われていたものが収集され、効果的に展示されている様子を体感することができた。

筆者は20数年前、江戸博の開館にむけて現代資料を収集し、現代史と取り組んだ経験を発表した。開館

後20年の間、江戸博では「現代史展示」のテーマとなりうるさまざまな調査研究が行われ、関連の資料

収集もすすみ、ノウハウやコレクションは他の都市よりも蓄積されているかも知れないが、それをどの

ように活用できるかが今後の課題となろう。本稿はこの時の発表資料を加筆、訂正したものである。

【註】
１）2014年（平成26）３月現在。
２）1994年（平成６）の公開時から2002年（平成14）３月までは開園時間に日中点灯して公開していたが、解説員常駐
廃止により、同年4月以降、点灯していない。2013年11月の特別夜間開館イベント開催時（22日～ 24日）、期間限定で11
年ぶりに点灯し、好評を得た。
３）東京市外（十五区周辺）や多摩地域ではガス管の敷設が市内のようには進まず、室内灯としてのガス灯は普及しな
かった。熱源としての利用は、関東大震災後、急速に需要が高まり、ガス管敷設が追い付かない地域ではプロパンガス
が用いられた。電気の供給については、横浜との貿易が盛んだった八王子で水車による水力発電で1896年（明治28）に
は電灯が導入されたのを例外として、鉄道会社等による郊外住宅開発がさかんになる大正期以降、順次電化が進むといっ
た状況であった（天野宏司2002）。
４）ジェネラル・エレクトリック社（以下ＧＥ）は東京芝浦電気株式会社の前身のひとつ、東京電気株式会社と1905年（明
治38）より、もうひとつの前身、芝浦製作所と1909年（明治42）より提携し、先進の技術を伝えた。
５）1941年から40年間、東芝の社員であった山田正吾によれば、この調査は、約半年間にわたって日本全国を対象に行
われた。３年後に万国博覧会とオリンピック大会の同時開催を控え、機運が盛り上がる日本が、家電製品の市場として、
どれくらいの可能性があるかを実証するための調査であった（山田1986）。同書には、地域ごとの内訳が掲載されている

（表１）。
６）このコレクションについては、東京都江戸東京博物館調査報告書第19集「江戸のモノづくり　科学技術黎明資料−
赤木コレクション」において画像入りの目録形式でまとめている。
７）この図は、開館時に展示していたパネルのデータをシンポジウム発表のために修正したもの。
８）2014年（平成26）３月現在。ただし、白黒テレビについては、江戸博には最も普及したコンソレット型（４本の取
り外し可能の脚が附属するタイプ）が収蔵されておらず、時折、個人蔵の資料を借用して展示している。
９）昭和18年度の一般家庭一軒が電気を使う量。以下、1960年（昭和35年度）、2011年（平成21年度）も同様。
10）瀋陽故宮博物院は2007年（平成19）から参加。
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・中根君郎ほか　1983『ガス灯からオーブンまで』鹿島出版会
・新田太郎ほか　2003『図説　東京流行生活』河出書房新社
・平野　聖　2008「我が国における家庭用電気扇風機のデザインの変遷に関する研究」九州大学芸術工学研究院
・ 松井かおる　2011「当館所蔵の扇風機及び関係資料について」『東京都江戸東京博物館紀要第２号』東京都江戸東京博

物館
・山田正吾　1986『家電今昔物語』三省堂
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【
図
１
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�東
京
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（
十
五
区
）
電
灯
利
用
数
の
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江
戸
東
京
博
物
館
『
あ
か
り
の

今
昔
』
よ
り

【
図
２
】
�東
京
市
（
十
五
区
）
ガ
ス
灯
利
用
戸
数
の
変
遷
　
江
戸
東
京
博
物
館
『
あ
か

り
の
今
昔
』
よ
り
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【図３】�東京府におけるガス・電気使用家数とガス灯・電灯数　江戸東京博物館『図表で見る江戸・東京の世界』

より

【図４】�ガスの灯火用と燃料用の口数割合　江戸東京博物館『図表で見る江戸・東京の世界』より



江戸東京博物館の常設展示「生活革命」と東京の電化生活（松井かおる）

― 181 ―

【表１】昭和12年の日本の家庭電化製品普及台数　山田正吾『家電今昔物語』より

【図５】一世帯あたりの電力消費量の推移　電気事業連合会

出典：「原子力・エネルギー」図面集2012　1−2−13

地　区　別 関　東 中　部 関　西 九　州 その他 計

家庭用電気冷蔵庫 4,700 803 4,100 845 1,767 12,215

洗 濯 機 1,590 136 1,200 147 124 3,197

掃 除 機 3,100 910 1,900 520 180 6,610

家 庭 用 ポ ン プ 100,000 1,150 45,000 1,150 55,000 202,300

ア イ ロ ン 1,200,000 305,000 1,178,000 318,000 130,000 3,131,000

電 気 時 計 211,000 18,000 125,000 21,000 43,000 418,000

営 業 用 冷 凍 機 1,130 218 966 91 675 3,080

ル ー ム ク ー ラ ー 125 9 120 6 僅少 260
J・G・ダグラスが、リサーチのため調査を行った。その他の欄は、満州などの外地の数字である。
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携
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京
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携
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史
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.0×
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５
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パ
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ヘ
テ

ロ
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］
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.0
６
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パ
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験
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39
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月
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空
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オ
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ビ

ク
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年
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真
空

管
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京
芝

浦
電

気
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4.0

マ
ツ
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ラ
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オ
用
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入
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01
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期
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マ
ツ
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（
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双
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極
管
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X
-8

0
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オ

用
真

空
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9

88
01

00
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ラ
ジ

オ
東

京
芝

浦
電

気
〔

19
56

年
〕

15
.5×

30
.0×

16
.2

マ
ツ

ダ
ピ

ア
ノ

ラ
ジ

オ
5B

A
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0
プ

リ
セ
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ト

ボ
タ

ン
選
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式

14
10

88
01

00
37

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

ラ
ジ

オ
東

京
芝

浦
電

気
〔

19
65

年
〕
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.0×

23
.0

球
形

。
ハ

ン
ド

ル
付

。
15

11
88

01
00

39
レ

コ
ー

ド
プ

レ
イ

ヤ
ー

日
本

ビ
ク

タ
ー

蓄
音

機
〔

19
40

年
〕

34
.0×

37
.5×

23
.0

16
12

,13
,64

88
01

00
38

ラ
ジ

オ
付

電
蓄

日
本

ビ
ク

タ
ー

蓄
音

機
〔

19
40

年
〕

37
.0×

57
.5×
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.0

JT
-6

５
０

年
史

p.
63

7
17

14
88

01
00

42
白

黒
テ

レ
ビ

東
京

芝
浦

電
気

〔
19

53
～

4年
〕

54
.0×

52
.0×

45
.5
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1B

18
88

01
00

43
白

黒
テ
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東
京

芝
浦
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気

〔
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～
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〕
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（
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気

扇
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機
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機
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造
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熱

機
器

34
26

,68
88

01
00

40
電

気
ア

イ
ロ

ン
芝

浦
マ

ツ
ダ

工
業

昭
和

前
期

17
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.0×

14
.5

FI
B

4ポ
ン

ド
30

0W
。

包
装

紙
付

35
27

,65
88

01
00

41
電

気
ア

イ
ロ

ン
芝

浦
マ

ツ
ダ

工
業

昭
和

前
期

21
.0×

12
.0×

17
.0

FI
B

6ポ
ン

ド
50

0W
。

説
明

書
付

36
88

01
06

09
電

気
七

輪
芝

浦
マ

ツ
ダ

工
業

昭
和

前
期

24
.0×

9.5
D

SA
37

28
,66

,67
88

01
06

11
電

気
七

輪
芝

浦
マ

ツ
ダ

工
業

昭
和

前
期

24
.0×

9.8
D

SA
説

明
書

付
38

29
88

01
06

12
電

気
七

輪
帝

国
連

合
電

球
昭

和
前

期
24

.0×
12

.0
ユ

ニ
オ

ン
丸

型
七

輪
R-

50
39

88
01

06
13

万
能

七
輪

キ
シ

マ
電

熱
器

昭
和

前
期

35
.0×

26
.0×

7.0
40

30
88

01
06

14
万

能
七

輪
キ

シ
マ

電
熱

器
昭

和
前

期
35

.0×
26

.0×
7.0

40
と

同
型

41
30

88
01

06
10

電
気

コ
ン

ロ
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
20

年
19

.0×
10

.0
42

31
88

01
07

23
電

気
足

温
器

オ
ク

ダ
電

熱
器

製
造

所
昭

和
前

期
35

.0×
29

.4×
9.0

43
88

01
07

24
電

気
足

温
器

オ
ク

ダ
電

熱
器

製
造

所
昭

和
前

期
35

.0×
29

.4×
9.0

44
と

同
型

（
5）

照
明

器
具

44
32

88
01

00
61

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ン
ド

東
京

電
気

昭
和

前
期

10
.0×

22
.5×

33
.5

卓
上

衝
立

45
88

01
00

66
電

気
ス

タ
ン

ド
昭

和
前

期
40

.0×
55

.0
卓

上
用

。
部

品
不

足
46

88
01

06
18

電
気

ス
タ

ン
ド

用
笠

昭
和

前
期

22
.0×

35
.0×

24
.0

47
33

88
01

06
19

電
気

ス
タ

ン
ド

東
京

電
気

昭
和

前
期

28
.0×

50
.0

卓
上

用
。

48
34

88
01

00
64

電
気

ス
タ

ン
ド

昭
和

前
期

14
.0×

30
.0

卓
上

用
。

49
35

88
01

06
17

蛍
光

灯
ス

タ
ン

ド
東

京
芝

浦
電

気
〔

19
41

年
〕

24
.0×

52
.0×

49
.0

マ
ツ

ダ
蛍

光
ラ

ン
プ

ス
タ

ン
ド

卓
上

用
。

50
36

88
01

07
65

電
気

ス
タ

ン
ド

昭
和

前
期

39
.0×

15
1.0

51
37

88
01

06
81

照
明

付
鏡

台
[東

京
芝

浦
電

気
]

昭
和

前
期

3
2

.0
×

6
5

.0
×

15
7.0

山
口

邸
洗

面
所

の
鏡

に
も

同
様

の
照

明
器

具
設

置
。

52
38

88
01

00
68

家
紋

入
り

照
明

具
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
前

期
16

.5×
49

.0
54

39
88

01
06

16
照

明
具

昭
和

前
期

20
.0×

29
.0

55
40

,50
88

01
00

57
照

明
具

東
京

芝
浦

電
気

昭
和

前
期

23
.0×

16
.0

56
41

88
01

00
59

照
明

具
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
前

期
20

.0×
22

.2
57

88
01

00
60

照
明

具
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
前

期
20

.0×
22

.2
56

と
同

型



東京都江戸東京博物館紀要　第４号（2014）

― 184 ―

N
o.

写
真

資
料

番
号

資
料

名
メ

ー
カ

ー
時

代
年

代
法

量
商

品
名

シ
リ

ア
ル

N
o.

備
考

58
50

88
01

07
66

照
明

具
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
前

期
25

.0×
17

.0
ト

ロ
ヂ

ヤ
リ

C型
50

年
史

p.
35

7
59

42
,50

88
01

06
24

照
明

具
東

京
芝

浦
電

気
昭

和
前

期
22

.0×
14

.0
フ

ァ
ミ

リ
ヤ

50
年

史
p.

35
7

60
43

88
01

00
62

電
灯

笠
東

京
電

気
昭

和
前

期
30

.5×
10

.0
金

属
製

61
88

01
00

63
電

灯
笠

東
京

電
気

昭
和

前
期

30
.5×

10
.0

60
と

同
型

62
44

88
01

00
65

電
灯

笠
昭

和
前

期
23

.0×
16

.0
六

面
体

63
45

88
01

00
58

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

18
.0×

18
.0

ガ
ラ

ス
製

64
88

01
06

15
電

灯
笠

昭
和

前
期

～
中

期
18

.0×
18

.0
63

と
同

型
65

88
01

00
67

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

17
.0×

20
.0

66
46

88
01

07
67

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

10
.0×

9.0
67

88
01

07
68

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

10
.0×

9.0
68

88
01

07
69

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

10
.0×

9.0
67

と
同

型
69

88
01

07
70

電
灯

笠
昭

和
前

期
～

中
期

10
.0×

9.0
67

と
同

型
70

47
88

01
06

21
蛍

光
灯

＋
ホ

ー
ロ

ー
笠

マ
ツ

ダ
昭

和
中

期
～

後
期

45
.0×

23
.0

71
88

01
06

22
蛍

光
灯

＋
ホ

ー
ロ

ー
笠

マ
ツ

ダ
昭

和
中

期
～

後
期

45
.0×

23
.0

70
と

同
型

72
88

01
06

23
蛍

光
灯

＋
ホ

ー
ロ

ー
笠

マ
ツ

ダ
昭

和
中

期
～

後
期

45
.0×

23
.0

70
と

同
型

73
48

88
01

06
20

電
球

東
京

電
気

昭
和

前
期

19
.0×

12
.0

バ
イ

タ
ラ

イ
ト

ラ
ン

プ
10

0-
50

0W
　

ケ
ー

ス
入

り

74
49

88
01

06
32

電
球

東
京

芝
浦

電
気

19
43

年
～

45
年

11
.5×

8.5
タ

ン
グ

ス
テ

ン
コ

イ
ル

繊
状

電
球

19
43

-4
5年

使
用

の
ロ

ゴ
10

0V
40

W
　

無
地

ケ
ー

ス
入

り

75
49

88
01

06
69

電
球

東
京

芝
浦

電
気

19
43

年
～

45
年

15
.0×

7.0

タ
ン

グ
ス

テ
ン

コ
イ

ル
繊

状
電

球
19

43
-4

5年
使

用
の

ロ
ゴ

（
10

0V
10

0W
）

碍
子

ホ
ル

ダ
ー

及
び

ス
イ

ッ
チ

部
品

が
付

属

76
69

88
01

06
75

～
88

01
06

76
電

球
東

京
芝

浦
電

気
19

43
年

～
45

年
12

.0×
7.0

76
と

同
型

　
10

0V
10

0W
無

地
ケ

ー
ス

付

77
49

88
01

06
77

電
球

大
和

電
球

製
作

所
昭

和
中

期
～

後
期

11
.5×

6.0
ダ

イ
ワ

瓦
斯

入
タ

ン
グ

ス
テ

ン
コ

イ
ル

繊
状

電
球

（
つ

や
消

し
）

10
0V

60
W

78
49

88
01

06
78

電
球

東
京

芝
浦

電
気

昭
和

中
期

～
後

期
10

.0×
5.5

東
芝

マ
ツ

ダ
タ

ン
グ

ス
テ

ン
コ

イ
ル

繊
状

電
球

（
つ

や
消

し
）

10
0V

5W

79
49

88
01

06
79

電
球

松
下

電
器

工
業

昭
和

中
期

～
後

期
12

.0×
7.0

ナ
シ

ョ
ナ

ル
二

番
コ

イ
ル

タ
ン

グ
ス

テ
ン

コ
イ

ル
繊

状
電

球
（

つ
や

消
し

）
10

0V
10

0W
（

6）
そ

の
他

80
52

88
01

00
73

イ
ー

蒸
熱

電
気

治
療

器
イ

ー
商

会
昭

和
前

期
19

.0×
29

.0×
23

.0
81

53
88

01
00

74
赤

外
線

治
療

器
東

京
電

気
昭

和
前

期
32

.0×
38

.0×
58

.0
82

54
88

01
00

55
電

気
精

算
機

T
EC

（
東

京
電

気
）

19
27

年
17

.0×
12

.0×
11

.0
I-3

電
気

計
器

検
定

合
格

書
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N
o.

写
真

資
料

番
号

資
料

名
メ

ー
カ

ー
時

代
年

代
法

量
商

品
名

シ
リ

ア
ル

N
o.

備
考

83
55

88
01

00
56

電
話

台
日

本
電

気
昭

和
前

期
～

中
期

15
.0×

16
.5×

16
.0

84
56

88
01

02
67

電
気

置
時

計
芝

浦
マ

ツ
ダ

工
業

昭
和

前
期

9.3
×

26
.5×

20
.2

セ
レ

ク
ト

ス
イ

ッ
チ

時
計

S8
50

85
57

88
01

06
04

電
気

ポ
リ

ッ
シ

ャ
ー

松
下

電
器

工
業

昭
和

中
期

～
後

期
11

5
M

P-
1

床
磨

き
用

具
86

58
88

01
00

72
マ

ツ
ダ

乾
電

池
東

京
芝

浦
電

気
大

正
～

昭
和

前
期

3.2
×

4.5
×

7.8
灯

火
6号

マ
ツ

ダ
乾

電
池

87
59

88
01

06
80

岡
田

乾
電

池
岡

田
電

気
商

会
大

正
～

昭
和

前
期

8.0
×

6.5
×

5.0
灯

火
5号

携
帯

用
88

60
88

01
06

25
懐

中
電

灯
昭

和
前

期
8.0

×
6.0

×
2.0

89
60

88
01

06
26

懐
中

電
灯

昭
和

前
期

9.0
×

6.0
×

3.0
90

61
88

01
06

27
手

提
型

懐
中

電
灯

マ
ツ

ダ
昭

和
前

期
21

.0×
7.0

×
6.0

自
転

車
兼

用
91

62
88

01
06

28
手

提
型

懐
中

電
灯

ナ
シ

ョ
ナ

ル
昭

和
前

期
21

.0×
7.0

×
8.0

自
転

車
兼

用
（

7）
文

献
類

92

88
45

00
34

東
京

電
気

株
式

会
社

五
十

年
史

東
京

芝
浦

電
気

株
式

会
社

昭
和

15
年

12
月

30
日

50
88

45
00

34
-1

電
灯

笠
各

種
p.

35
7

51
88

45
00

34
-2

製
品

各
種

（
扇

風
機

、
冷

蔵
庫

、
ア

イ
ロ

ン
、

電
動

マ
ッ

サ
ー

ジ
機

、
電

動
ポ

ン
プ

）
p.

41
7

63
88

45
00

34
-3

サ
イ

モ
ホ

ン
A

型
で

ラ
ジ

オ
を

聞
く

後
藤

新
平

（
東

京
放

送
局

初
代

総
裁

）、
初

期
の

ラ
ジ

オ
各

種
p.

44
6

64
88

45
00

34
-4

ビ
ク

タ
ー

製
品

各
種

（
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

付
電

蓄
、

卓
上

型
電

蓄
、

真
空

管
ラ

ジ
オ

）
p.

67
2

93
88

45
01

01
電

気
博

覧
会

誌
電

気
博

覧
会

誌
編

纂
所

大
正

7年
8月

18
日

94
88

45
01

06
日

本
電

力
株

式
会

社
事

業
概

観
黒

部
峡

谷
日

本
電

力
株

式
会

社
大

正
15

年
6月

10
日

95
88

45
01

07
桂

川
電

力
株

式
会

社
水

力
電

気
工

事
桂

川
電

力
株

式
会

社
大

正
2年

12
月

20
日

96
88

45
03

01
日

本
燈

火
史

東
京

電
気

株
式

会
社

大
正

6年
12

月
20

日



東京都江戸東京博物館紀要　第４号（2014）

― 186 ―

【写真１】88010033 【写真２】88010034

山口コレクション　家電製品等写真

【写真３】88010029 【写真４】88010036 【写真５】88010030

【写真６】88010032 【写真７】88010035 【写真８】88010670 ～ 74

【写真９】88010031 【写真10】88010037 【写真11】88010039



江戸東京博物館の常設展示「生活革命」と東京の電化生活（松井かおる）

― 187 ―

【写真15】88010608 【写真16】88010606 【写真17】88010605 【写真18】88010607

【写真19】88010044 【写真20】88010045 【写真21】88010048-1 【写真22】88010048-2

【写真23】88010049 【写真24】88010052 【写真25】88010054

【写真12】88010038-1 【写真13】88010038-2 【写真14】88010042



東京都江戸東京博物館紀要　第４号（2014）

― 188 ―

【写真35】88010617 【写真36】88010765 【写真37】88010681 【写真38】88010068

【写真26】88010040 【写真27】88010041 【写真28】88010611

【写真29】88010612 【写真30】88010610・88010614 【写真31】88010723

【写真32】88010061 【写真33】88010619 【写真34】88010064



江戸東京博物館の常設展示「生活革命」と東京の電化生活（松井かおる）

― 189 ―

【写真39】88010616 【写真40】88010057 【写真41】88010059 【写真42】88010624

【写真43】88010062 【写真44】88010065 【写真45】88010058 【写真46】88010767

【写真47】88010621 【写真48】88010620 【写真49】88010632・88010669・88010677

　 　　　88010678・88010679

【写真50】88450034-1 【写真51】88450034-2



東京都江戸東京博物館紀要　第４号（2014）

― 190 ―

【写真55】88010056 【写真56】88010267 【写真57】88010604 【写真58】8801002

【写真59】88010680 【写真60】88010625 ～ 26 【写真61】88010627 【写真62】88010628

【写真52】88010073 【写真53】88010074 【写真54】88010055



江戸東京博物館の常設展示「生活革命」と東京の電化生活（松井かおる）

― 191 ―

【写真68】88010040附属品 【写真69】88010632 ～ 69、88010675 ～ 76のロゴ

【写真63】88450034-3 【写真64】88450034-4

【写真65】88010041附属品 【写真66】88010611の附属品表面 【写真67】同裏面

※参考資料



東京都江戸東京博物館紀要　第４号（2014）

― 192 ―

【
表
３
】
電
化
生
活
リ
ス
ト

N
o.

資
料

番
号

資
料

名
（

商
品

名
）

シリ
アル

No
.

メ
ー

カ
ー

製
造

年
代

法
　

量
備

　
　

考
入

手
先

（
１

）
テ

レ
ビ

1
*0

10
02

63
3

白
黒

テ
レ

ビ
協

立
電

波
精

器
19

53
年

67
.5×

70
.5×

10
5.5

テ
レ

ビ
本

放
送

開
始

年
の

製
品

。
中

山
美

都

2
97

00
09

52
白

黒
テ

レ
ビ

D
O

M
O

T
E

〔
19

51
-5

2年
〕

50
.7×

59
.6×

92
.0

テ
レ

ビ
本

放
送

開
始

以
前

の
製

品
。

ア
ン

テ
ナ

付
属

三
井

八
郎

右
衛

門
相

続
人

代
表

高
實

3
92

20
23

80
テ

レ
ビ

型
ラ

ジ
オ

（
シ

ャ
ー

プ
シ

ネ
マ

ス
ー

パ
ー

）
5S

-8
5

早
川

電
機

工
業

19
56

年
23

.5×
27

.0×
27

.0
当

時
の

テ
レ

ビ
と

そ
っ

く
り

の
デ

ザ
イ

ン
。

（
購

入
）

4
90

00
77

60
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
テ

レ
ビ

T
R-

10
A

松
下

電
器

産
業

19
64

年
頃

18
.6×

25
.0×

26
.6

第
一

号
は

19
60

年
、

ソ
ニ

ー
が

世
界

で
初

め
て

発
売

。
万

仲
恵

美
子

5
94

00
40

62
カ

ラ
ー

テ
レ

ビ
6C

T
-3

38
三

菱
電

機
19

65
年

48
.0×

42
.5×

53
.7

ト
リ

ネ
ス

コ
ー

プ
型

（
カ

ラ
ー

ブ
ラ

ウ
ン

管
を

使
わ

ず
、

赤
・

緑
・

青
の

三
原

色
を

反
射

鏡
に

照
射

す
る

）
の

二
代

目
機

種
。

初
代

機
種

(6
CT

-3
33

)は
19

63
年

発
売

。
こ

ち
ら

も
当

館
で

所
蔵

し
て

い
る

。
東

野
進

6
90

00
75

00
カ

ラ
ー

テ
レ

ビ
東

京
芝

浦
電

気
19

64
年

頃
56

.2×
78

.6×
88

.8
万

仲
恵

美
子

（
２

）
電

気
洗

濯
機

1
*0

30
00

61
9

撹
拌

式
電

気
洗

濯
機

東
京

芝
浦

電
気

19
54

年
45

.0×
57

.4
撹

拌
式

の
国

産
小

型
第

一
号

は
19

53
年

同
社

が
発

売
。

松
本

勇
2

*0
30

00
84

5
撹

拌
式

電
気

洗
濯

機
T

A
-1

A
日

立
製

作
所

19
54

年
46

.5×
60

.0
川

上
奎

子

3
96

00
09

10
噴

流
式

電
気

洗
濯

機
V

J-3
東

京
芝

浦
電

気
19

55
年

42
.0×

47
.0×

85
.5

日
本

初
の

タ
イ

ム
ス

イ
ッ

チ
付

。
付

属
の

絞
り

機
を

使
う

際
、

上
部

の
蓋

を
逆

さ
に

し
て

脇
に

取
り

付
け

、
洗

濯
物

を
受

け
ら

れ
る

。
噴

流
式

の
国

産
第

一
号

は
19

53
年

、
三

洋
電

機
が

発
売

。
森

山
巽

4
94

20
07

45
噴

流
式

電
気

洗
濯

機
（

ク
ミ

ア
イ

電
気

洗
濯

機
90

0型
）

9-
25

3
早

川
電

機
工

業
〔

昭
和

30
年

代
〕

43
.0×

48
.0×

90
.5

絞
り

機
付

。
（

購
入

）

5
93

00
87

01
全

自
動

電
気

洗
濯

機
（

青
空

）
PF

-1
80

0
日

立
製

作
所

19
73

年
53

.0×
52

.5×
95

.5
鈴

木
隆

介

6
99

00
23

89
電

気
洗

濯
機

用
洗

剤
（

ラ
イ

オ
ン

粉
石

鹸
）

ラ
イ

オ
ン

油
脂

19
53

年
23

.8×
31

.2
川

上
香

（
３

）
電

気
冷

蔵
庫

1
91

00
96

83
電

気
冷

蔵
庫

松
下

電
器

産
業

19
57

年
58

.4×
48

.5×
92

.4
19

59
年

～
19

91
年

、
川

崎
市

麻
生

台
団

地
で

使
用

。
荒

井
ア

イ
2

92
00

18
33

電
気

冷
蔵

庫
N

R-
74

0
松

下
電

器
産

業
19

57
年

55
.0×

57
.0×

11
2.0

昭
和

30
年

代
か

ら
19

92
年

ま
で

使
用

。
木

下
秀

明

3
93

00
77

78
電

気
冷

蔵
庫

GR
-8

30
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